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 崖付近で建物を建築する場合、条例で建築規制があります。 

 

愛知県では高さが2ｍを超える崖に接し、または近接する場合は 

  ①崖の上にあっては崖の下から、崖の下にあっては崖の上端 

   から建築物との間にその崖の高さの2倍以上の水平距離を 

   保たなければならない。 

 

  ②高さが2ｍを超える崖の上にある建築物の敷地には、地盤 

   の保全及び崖面への流水防止のため、適切な排水施設を設 

   けなければならない。 

     

 但し、堅固な地盤または特殊な構造方法によるもので安全上支

障がないものと知事が定める場合においてはこの限りではない、

と定められています。 

 

 これに対して、広島県の条例は2ｍを超える崖上、5ｍ以上ある

崖で、その崖下に住居を建築する場合は規制がありますが、5ｍ

未満の崖下の建築には規制がありません。 

 

 このことが、山地を削っての宅地開発に拍車がかかったのでは

ないでしょうか。 

崖付近の建築物の制限 

№№№№47474747 隣地との境に境界杭がなかったため測量をしたところ、お隣り家の屋根が５センチ位越境 

   していることがわかりました。隣同士で揉めたくはありませんが、このまま放っておくと 

   いうのも釈然としません。できることなら越境している部分をお隣りの負担で撤去しても 

   らいたいと思うのですが、可能でしょか？ 
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 法律は、むやみやたらな権利の行使を認めません。 

民法は「権利の濫用は之を許さず」と定めています。 

 所有権という権利は、もともとその完全な使用・利用

を妨げる他人に対しては「妨害排除」を請求できます。 

 土地所有権も同じで、土地の使用や利用を何の権限も

なく他人が妨げるのなら、これに対して妨害の排除がで

きるのです。 

 そして、土地は境界いっぱいまでこちらの所有権です

から、境界いっぱいまで使用・利用ができるはずのもの

であり、したがって境界を越えて相手が建物を建てたり

すれば、そのために使用・利用できなくなったところに

ついて、妨害の排除が請求できることになります。 

 この理屈でいけば、たとえ５センチの越境であろうと 

数メートルの越境であろうと越境は越境であり、車が越

境して駐車していることも、１０階建のビルの端が出っ

張っているのも同じことです。 

 そこで、たとえ数センチでもビルが越境しており、そ

の妨害を排除するためには、ビル全体を壊さなければな

らないとしても、妨害排除はできるはずです。 

 しかし、社会的にみますと、わずか数センチの土地を

回復するために何億円もするビルを取り壊すのは、いか

にも妥当ではありません。 

 そこで、こうした場合に出てくるのが「権利の濫用」

という考え方です。 

 いくら権利があるといっても、そんなことまで請求す

ることは許されないということです。 

 民法は、「権利の行使及び義務の履行は信義に従い誠

実に之を為すことを要す」という定めがあります。 

 信義誠実の原則と呼ばれるもので、この紛争が片付け

ば二度と顔を合わすこともないという場合ならいざ知ら

ず、隣同士で毎日のように顔を合わせるわけですから、

こうした信義と誠実にのっとった解決を取るのが良いの

ではないでしょうか。 

 今回の場合、越境の程度も重大ではありませんので境

界確認したことを記す書面に署名押印してもらい、併せ

て「越境は現建物が存在する間は認めるが建物を建て直

す際には確認した境界線を越境しない」旨の確認書を取

り交わすことで、解決を図るのが望ましいでしょう。 



 じつは、彼にはローンの申込みをするときから、ローン実行

日（残金支払日）のことを何度も念を押しました。 

 それにもかかわらず、土壇場でこの始末。彼が当社の担当

であるうちは、この銀行には相談はできないなと思っても後の

祭り。いまはどうしたら解決できるのか、それが問題です。 

ほどなくしてローンセンターの責任者と本人が来ました。 

 しきりに頭を下げますが、求めているのは謝ってもらうことで

なく解決策の提示です。 

 さすがに責任者は事の重大さを認識しているようです。 

なんとしても予定通りにローンを実行できるよう最大の努力を

払うと約束してくれました。 

 とはいえ、努力はしたがやはり・・・ということでは困ります。 

どうすれば予定通り融資が実行できるのか、その方法を具体

的に責任者から説明してもらわなければ納得できません。 

 もちろん、私もできることは協力すると約束しました。 

その夜、お客様には事情を伝えましたが、やはり不安が隠せ

ないようです。 

 結果的には、責任者が銀行上層部に手を打ったことで事な

きを得ることができましたが、当の担当者からは、その後何の

連絡もありません。 担当者の資質の見極めができなかった

自分に大いに反省の事件でした。 

 「申し訳けありませんが、ローンの実行日を変更していただ

けませんでしょうか？」 

 最終取引が間近に迫ったその日、融資担当者から突然に

要領を得ない連絡が入りました。 

 その担当者は、融資部門に配属されてそれなりの経験を得

ているのですが、生来の性格なのでしょうか、安請負いをす

る欠点がありました。 

 幸い、これまでに当社のお客様の融資では大きなトラブル

がありませんでしたが、内心ひやひやしていのは事実です。 

 彼によれば、社内書類に不備があったから予定日に融資

実行ができないとのこと。 

 こちら（申込者）に不備があるならともかく、銀行内部の事情

をこちらにぶつけられても困ります。 

 売買契約書で残金支払日が決められており、それを守らな

ければ買主に違約金の支払いが発生します。 

 「違約金どうするつもり？責任とってもらうよ」と責めると「す

みません」と謝るものの、彼から建設的な意見は出ません。 

 そもそも、こんな重大なことを電話だけで済まそうとする姿

勢にも腹が立ちます。責任者と一緒にきちんと説明して欲し

い旨伝え、受話器を置きました。 
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